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1.  平成23年8月期第1四半期の連結業績（平成22年9月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年8月期第1四半期 3,031 △19.9 407 △0.4 420 △1.6 207 △17.1
22年8月期第1四半期 3,782 9.2 408 △21.0 427 △19.1 250 39.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年8月期第1四半期 49.82 ―
22年8月期第1四半期 59.93 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年8月期第1四半期 14,640 11,954 80.2 2,889.23
22年8月期 16,086 12,177 74.6 2,866.07

（参考） 自己資本   23年8月期第1四半期  11,742百万円 22年8月期  11,995百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
22年8月期期末配当金の内訳  普通配当50円00銭、ガンプラ30周年記念配当10円00銭  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年8月期 ― ― ― 60.00 60.00
23年8月期 ―
23年8月期 

（予想）
― ― 50.00 50.00

3.  平成23年8月期の連結業績予想（平成22年9月1日～平成23年8月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

6,800 5.0 720 △0.4 740 △2.7 400 △13.5 95.57

通期 14,300 3.6 1,580 1.8 1,630 0.1 920 △7.3 219.82



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に
対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料の業績予想につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しておりますが、実際の業績は、様々な要因によっ
て大きく異なる可能性があります。上記予想に関連する事項につきましては、四半期決算短信(添付資料)3ページ１．当四半期の連結業績等に関する定性
的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年8月期1Q 4,300,000株 22年8月期  4,300,000株
② 期末自己株式数 23年8月期1Q  235,732株 22年8月期  114,732株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年8月期1Q 4,171,389株 22年8月期1Q 4,185,300株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な新興国経済や政府の景気刺激策の影響により、企業業

績に一部持ち直しの動きが見られるものの、長引く円高や欧米経済の景気回復の遅れから先行き不透明な状況が続

いております。 

 このような状況のもと当社グループでは、中核であるテレビアニメーション番組のプロデュースにおいて、より

良い作品の企画・放送枠の提案により、新たなスポンサーの開拓を含めた営業活動に注力するとともに、新たな二

次利用の市場を開拓し、アニメーションキャラクターの版権ビジネスを拡大するという方針のもと、事業展開を図

ってまいりました。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は3,031百万円（前年同期比19.9％減）、営業利益407百万円（前

年同期比0.4％減）、経常利益420百万円（前年同期比1.6％減）、当期純利益207百万円（前年同期比17.1％減）と

なりました。 

 セグメント別の状況は次のとおりであります。 

（メディア事業） 

 メディア事業におきましては、10月よりスタートした新番組「スーパーロボット大戦ＯＧ ジ・インスペクタ

ー」「探偵オペラ ミルキィホームズ」をプロデュースする等、継続番組である「それいれ!アンパンマン」「SD

ガンダム三国伝 BraveBattleWarriors」等を合わせ、期初の予定通りアニメーション番組のプロデュース・取扱を

行ってまいりました。 

 また、前年同期に実施された「機動戦士ガンダム(First Gundam)」30周年に係る大型の販促キャンペーンの反動

減から売上高は減少したものの、子会社株式会社ジェイ・ブロードの「めでぃしーん」事業において薬学部の6年

制移行の端境期が終了し、新卒事業が復活したことが、前年同期に比べ大きく収益を改善させる主な要因となって

おります。 

 この結果、メディア事業の売上高は2,399百万円、営業利益216百万円となりました。 

（ライツ事業） 

 ライツ事業におきましては、前年同期に発売された「ガンダム」シリーズに係る大型ゲームの反動減から売上高

は減少したものの、概ね期初の予定通り、堅調に推移しております。 

 この結果、ライツ事業の売上高は412百万円、営業利益220百万円となりました。  

（スポーツ事業） 

 スポーツ事業におきましては、読売巨人軍が日本シリーズの優勝を達成した前年同期に比べ、球団グッズの収入

及び広告収入は減少いたしましたが、スポーツに係る番組の取扱を行い、売上高は増加しております。 

 この結果、スポーツ事業の売上高は219百万円、営業損失4百万円となりました。  

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①財政状態の変動状況 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ1,445百万円減少し、14,640百万円と

なりました。主な要因は、現金及び預金の減少796百万円及び売上債権の減少623百万円等であります。 

 負債は前連結会計年度末に比べ1,223百万円減少し、2,685百万円となりました。主な要因は、買掛金の減少

1,270百万円等であります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ222百万円減少し、11,954百万円となりました。主な要因は、自己株式の増

加245百万円等であります。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ796百万円減少し、9,190百万円となりました。 

  当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動の結果使用した資金は516百万円（前年同期は233百万円の使用）となりました。主な要因は、税金等

調整前四半期純利益412百万円、売上債権の減少額623百万円、仕入債務の減少額1,270百万円及び法人税等の支

払額399百万円等であります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

 投資活動の結果得られた資金は12百万円（前年同期は149百万円の獲得）となりました。主な要因は、投資有価

証券の売却による収入9百万円等であります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

㈱創通(3711)　平成23年8月期第1四半期決算短信

- 2 -



  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は293百万円（前年同期は253百万円の使用）となりました。主な要因は、自己株

式の取得による支出40百万円及び配当金の支払額251百万円等であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 概ね当初予想どおりに推移しており、平成22年10月８日に発表いたしました業績予想に変更はありません。 

   

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31 

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適

用しております。 

 これに伴う営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は、軽微であります。 

  

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

  当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公

表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10

日）を適用しております。 

  これによる損益に与える影響はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,190,486 9,987,267

受取手形及び売掛金 2,108,762 2,732,543

商品 228 323

仕掛品 10,040 22,731

貯蔵品 4,966 4,639

繰延税金資産 59,239 75,712

その他 235,002 260,402

貸倒引当金 △50,218 △49,291

流動資産合計 11,558,508 13,034,327

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 55,452 56,482

車両運搬具（純額） 1,659 1,852

工具、器具及び備品（純額） 14,627 15,254

土地 322,711 322,711

有形固定資産合計 394,450 396,300

無形固定資産 69,862 70,055

投資その他の資産   

投資有価証券 2,025,195 1,962,453

繰延税金資産 296,314 317,746

その他 297,075 306,359

貸倒引当金 △1,180 △1,180

投資その他の資産合計 2,617,404 2,585,378

固定資産合計 3,081,717 3,051,734

資産合計 14,640,225 16,086,062
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,567,725 2,837,904

未払法人税等 155,359 404,161

賞与引当金 24,800 27,732

その他 424,858 129,312

流動負債合計 2,172,744 3,399,110

固定負債   

退職給付引当金 79,526 76,531

その他 433,159 433,159

固定負債合計 512,686 509,691

負債合計 2,685,430 3,908,801

純資産の部   

株主資本   

資本金 414,750 414,750

資本剰余金 391,240 391,240

利益剰余金 11,614,863 11,658,146

自己株式 △507,767 △262,469

株主資本合計 11,913,086 12,201,667

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △170,462 △206,396

評価・換算差額等合計 △170,462 △206,396

少数株主持分 212,171 181,990

純資産合計 11,954,795 12,177,261

負債純資産合計 14,640,225 16,086,062
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

売上高 3,782,804 3,031,831

売上原価 3,118,929 2,406,719

売上総利益 663,874 625,111

販売費及び一般管理費 255,161 217,882

営業利益 408,713 407,229

営業外収益   

受取利息 1,171 210

受取配当金 2,863 2,141

持分法による投資利益 9,874 8,703

投資事業組合運用益 5,137 5,464

その他 2,384 2,460

営業外収益合計 21,432 18,979

営業外費用   

支払利息 73 －

支払手数料 － 2,924

上場関連費用 2,604 2,729

その他 5 0

営業外費用合計 2,682 5,654

経常利益 427,462 420,553

特別利益   

貸倒引当金戻入額 26,994 －

特別利益合計 26,994 －

特別損失   

固定資産除却損 24 6,590

投資有価証券評価損 7,480 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,120

特別損失合計 7,504 7,710

税金等調整前四半期純利益 446,952 412,843

法人税、住民税及び事業税 179,708 156,988

法人税等調整額 2,550 16,527

法人税等合計 182,258 173,515

少数株主損益調整前四半期純利益 － 239,328

少数株主利益 13,862 31,494

四半期純利益 250,831 207,833
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年９月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年９月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 446,952 412,843

減価償却費 10,407 10,393

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,994 926

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,071 △2,932

退職給付引当金の増減額（△は減少） 304 2,995

受取利息及び受取配当金 △4,035 △2,351

支払利息 73 －

持分法による投資損益（△は益） △9,874 △8,703

投資有価証券評価損益（△は益） 7,480 －

売上債権の増減額（△は増加） △32,004 623,781

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,534 12,458

仕入債務の増減額（△は減少） △573,536 △1,270,178

その他 70,009 101,596

小計 △110,754 △119,170

利息及び配当金の受取額 4,125 2,341

利息の支払額 △73 －

法人税等の支払額 △126,585 △399,402

営業活動によるキャッシュ・フロー △233,288 △516,231

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △446

無形固定資産の取得による支出 △5,420 △5,610

投資有価証券の取得による支出 △300 △300

投資有価証券の売却による収入 149,267 9,000

その他 6,005 9,986

投資活動によるキャッシュ・フロー 149,553 12,629

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △40,798

配当金の支払額 △251,106 △251,104

少数株主への配当金の支払額 △2,553 △1,276

財務活動によるキャッシュ・フロー △253,659 △293,179

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △337,393 △796,781

現金及び現金同等物の期首残高 8,198,039 9,987,267

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,860,645 9,190,486
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 該当事項はありません。 

   

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日）  

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

    ２．各区分に属する主要な品目 

    (1）メディア事業……テレビ番組提供・テレビ広告・アニメーション作品制作・採用広告 

    (2）ライツ事業………商品化権・ビデオ化権・番組販売権 

    (3）スポーツ事業……球団グッズ販売・球団スポンサード・球場看板広告 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日）  

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年９月１日 至平成21年11月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
メディア事
業（千円） 

ライツ事業 
（千円） 

スポーツ事
業（千円） 

計（千円） 
消去又は全
社（千円） 

連結 
（千円） 

売上高             

(1）外部顧客に対する売

上高 
 3,063,274  556,899  162,629  3,782,804  －  3,782,804

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  3,063,274  556,899  162,629  3,782,804  －  3,782,804

営業利益  140,812  286,446  3,765  431,024  △22,311  408,713
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは提供するサービス・役務別のセグメントから構成されており、「メディア事業」、「ライツ事業」

及び「スポーツ事業」の３つを報告セグメントとしております。 

 「メディア事業」は、アニメーション作品の制作並びにテレビアニメーション番組の提供、キャラクターグッズ等

の広告及び採用広告等の事業を行っており、「ライツ事業」は、商品化権、ビデオ化権及び番組販売権等の版権事業

を、「スポーツ事業」は、球団グッズ販売、球団スポンサード及び球場看板広告等の事業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年９月１日 至平成22年11月30日） 

（注）１.セグメント利益の調整額△24,952千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全

社費用の主なものは、管理部門等に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

   

当社は、平成22年９月１日及び平成22年11月29日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を取得することを決議

し、当第１四半期連結会計期間において普通株式121,000株を取得しました。この結果、当第１四半期連結会計期

間において自己株式が245,298千円増加しております。 

   

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

メディア事業 ライツ事業 スポーツ事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高 2,399,278 412,589 219,964 3,031,831 － 3,031,831 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － － 

計 2,399,278 412,589 219,964 3,031,831 － 3,031,831 

セグメント利益又は損失(△) 216,282 220,108 △4,210 432,181 △24,952 407,229 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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